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 I find out about woodlands. Then performed a literature search on the activities of research institutes activities 
of the NPO to be able to put in there, tourism, universities and institutions, we consider the current situation. 
Among the cities of many, in Toyama City is becoming the face of the destruction of nature by mass tourism, by 
visiting the soil district actually, while considering the current situation, we propose a hands-on learning facility 
that is open. 
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１．	 背景と目的	 
近年、環境保全への関心が高まり、身近な自然が注目されている。特に人間と自然の共存が作り出す里山では、
教育の現場として、総合的な学習の時間を利用することによる自然に触れる機会の増加やグリーンツーリズムや
エコツアー等が企画され自然と関わりの少ない都市住民は自然との触れ合いを生み出している。さらに、里山に
関する NPO 団体や市民活動団体が各地に存在し、地域共通の財産である樹林地を管理活用している。  
また、全国的な大学施設開放の動きの中で、自然を専門に取り扱う農学部などでは、大学附属の研究林や演習林
を一般市民に開放する機会が増えている。富山大学においても同様に大学全体として富山市総曲輪商店街にある
地域拠点 Mag.net などを始め、地域と協力した大学開放の流れが見受けられるが、農学部に至っては富山県農林
水産総合技術センターなどと連携しているものの、受入れに充分な活動拠点が不足している現状がある。  
本設計では自然への要求の増した人々と、豊富な知識・技術を有した研究機関と開放を目指す大学を結びつけ、
地域住民と里山を守る樹林地の管理活用を目的とした開かれた体験学習施設を提案する。  
 
	 
２．	 設計概要	 
(1) 敷地の選定方法	 
前節まで述べたように、里山は徐々に教育の場としても認識されるようになってきた。また、小学生などの林間
学校だけに限らず、産学連携による活用も近年増えている。里山を保存するためにはある程度の消費も必要とされ
ている今、産学連携とツーリズム、そして都市の人々の生活がネットワーク化された生活が理想の里山の環境であ
ると考える。産学連携を中心とした公共施設は現在も既にいくつか存在するがそれらはその場所の敷地内で完結し
ているケースが多く、周辺の住民や環境にはなかなか馴染んでいないと考えられる。そこにある生活を支えながら
施設としても周辺と関係しながら人と自然を紡いでいくような建築を考える。そこで、後半では敷地の選定方法と
して	 
（１）中心市街地に近い里山であること。	 
（２）里山保存と集落の結びつきがある。	 
（３）これからのツーリズムが注目され、未だ未開の土地となる場所。	 
（４）産学連携のプログラムが現行されている、または考えられている地域。	 
（５）実際に集落に入り込み WS を行い調査の出来る場所	 
とした。これにより、富山県富山市土地区を選定した。	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(2) 敷地について	 
富山県富山市土地区は富山市の東部に位置し、傾斜地が多く、複雑に沢が入り込んでいる。最近の観測値では年の
平均気温は℃、年間平均降水量は mm である。12 月から 3 月まで降雪があり、平均的な積雪量は mm となっている。
周辺に立山などの豪雪地帯もあるが、比較的富山県の中では積雪量は少ない地域と考えられる。主要な樹種は、植
栽されたスギやヒノキが中心となっている。もともと農業が盛んな場所であり、地区は主に農業主体に成り立って
いる。過疎化が進む中、地域活性化に対する活動は富山市の中では活発な方であり(有)土遊野を中心とした NPO 小
羽による学校施設の保存活動や他の NPO 団体と連携したグリーンツーリズムや里山を使った自然体験などのワーク
ショップなどが近年、盛んに実施されている。土地区は３つの国道から入ることができる。円環のような形状に道
が配され、その中に土地区が存在するような形になっている。人の利用者が多い場所はきれいな棚田などが見られ
美しい景観を保っているが、その円環の北部では利用者の減少により、針葉樹などの人工林を中心とした豊富な自
然環境に恵まれるが、一部で倒木や土砂が放置されたままにされ、人工林が間伐等の手入れがされぬまま放置され
たままになり、年に数回用水の確認をする際に原状回復を目指している現状である。今後は、そういった場にも草
刈り十字軍を始めとした里山保存活動を実施する計画がある。本設計では、円環上の利用者の多い北西側・南西側
と、少ない南側を結ぶような３つの印象的な敷地を設計対象とする。  
	 
(3) プログラム	 
里山とそこにおける NPO 団体を始めとする活動、ツーリズム、大学機関や研究機関の活動について文
献調査を行い、現状を考察する。その中でも、マスツーリズムによる自然破壊に直面しつつある富山市
において、実際に土地区を訪れ現状を考察しながら開かれた体験学習施設を提案する。	 
(4) コンセプト	 
富山について、ライトレールを利用した。この街はコンパクトシティの代表的な事例でよく紹介されて
いる。実際に街を巡ると様々なものが近くに存在していて、確かにすごく便利だと感じた。同時に近く
に見える自然との距離は実は遠く。街と自然が離れている。そんな印象を受けた。車に乗り換え、土地
区に向かう。平野部を抜けると、だんだん道が狭くなっていく。家もポツンポツンと存在するようにな
り、その間を杉の柱が結ぶ道を作るように存在する。木漏れ日はとても気持ち良く降り注ぎ、さっきま
で遠かったはずの自然がここにあることを実感する。スギの回廊を抜けると集落群と出会う。これより
先は里山らしい。ここは 2０年前から再び人が住み始めたと聞く。耕作放棄された敷地を見た時にさっ
きまでのスギの回廊の続きをここに実現できるような気がした。蛇行した道は富山湾や立山連峰、里山
の自然、集落といった様々な風景を感じさせてくれる。そんな自然とここに来る人が紡がれて一つの物
語を作るような建築を目指す。	 
	 
３．	 ダイヤグラム	 
(１)	 自由な公共施設 01/人々の自由な活動	 
私達は普段様々な場所で本を読んだり、話をしたり、勉強したり、思い思いに生活をします。しかし既存の公
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共施設は例えば休憩所に図書室・会議室など機能によって部屋が決められ、「部屋にはいる＝何かをする」た一
種の強制的な図式が発生し、廊下は通るだけの道となり、行為は部屋の中に閉じこもります。そこで今回は部屋
とは何か？もっと様々な行為を許容できる場所ではないか。廊下が部屋のようにアクテヴィティのある場所にも
なり得るような、この図式から逃れる提案を考えます。	 
(2) 自由な公共施設 02/集めることの意味を見出す	 
一度固まった施設の機能を集め、機能から行為へと分解することで、一度自由な存在に変換します。その中で
トイレや実験室など強固な部屋をどうしても必要とするものに部屋を与えます。しかし、その部屋も必ずしも閉
じきっているわけではなく、他の要素が通り抜けて行ったり、感じたり出来るように作ります。一方で。自由に
なった他の要素は電子のように浮遊し、建築内をさまよい、外へと緩やかに連続していきます。	 
	 
４．	 図面	 
配置図・ゾーニング	 
断面図（アカデミックエリア/宿泊棟 S）	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